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(57)【要約】
【課題】液晶表示モジュール構造を破壊せずに簡単に設
置し、可視域を犠牲とせず、光リークの発生を防ぐ、液
晶表示モジュールのバックライト自動検出構造を提供す
る。
【解決手段】液晶表示モジュールのバックライト自動検
出構造は、液晶表示モジュール１０００のバックライト
モジュール１１００に配設され、バックライトモジュー
ル１１００の発光源１１１０に配設され、発光源１１１
０と液晶表示モジュール１０００の液晶パネル１２００
との間の輝度を検出する少なくとも１つの光センサ１０
を備える。バックライトモジュール１１００が直下型バ
ックライトモジュールであるとき、発光源１１１０は、
ＬＥＤ光源を有するプレート体である。光センサ１０が
複数個ある場合、光センサ１０は発光源に分散配置され
る。光センサ１０が５個ある場合、光センサ１０は発光
源１１１０の四隅と中央部とにそれぞれ配置される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示モジュールのバックライトモジュールに配設される液晶表示モジュールのバッ
クライト自動検出構造であって、
　前記バックライトモジュールの発光源に配設され、前記発光源と前記液晶表示モジュー
ルの液晶パネルとの間の輝度を検出する少なくとも１つの光センサを備えることを特徴と
する液晶表示モジュールのバックライト自動検出構造。
【請求項２】
　前記バックライトモジュールが直下型バックライトモジュールであるとき、前記発光源
は、ＬＥＤ光源を有するプレート体であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示モ
ジュールのバックライト自動検出構造。
【請求項３】
　前記バックライトモジュールがサイドライト型バックライトモジュールであるとき、前
記発光源は、ＬＥＤ光源を有する長尺状体であることを特徴とする請求項１に記載の液晶
表示モジュールのバックライト自動検出構造。
【請求項４】
　前記光センサが複数個ある場合、前記光センサは前記発光源に分散配置されることを特
徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の液晶表示モジュールのバックライト自動検
出構造。
【請求項５】
前記光センサが５個ある場合、前記光センサは前記発光源の四隅と中央部とにそれぞれ配
置されることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示モジュールのバックライト自動検出
構造。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、バックライト自動検出構造に関し、特に、液晶表示モジュール構造を破壊せず
に簡単に設置し、可視域を犠牲とせず、光リークの発生を防ぐ、液晶表示モジュールのバ
ックライト自動検出構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、輝度及び階調に対して高精度なものが要求される液晶表示装置としては、医療用
表示装置、美術用表示装置などがあり、それらには輝度が時間又は環境温度により変化せ
ず、一定で安定したものが求められる。
【０００３】
　しかし、前述した液晶表示装置用の液晶表示モジュールは、それ自身が光センサを備え
ていないため、液晶表示モジュールには光センサを別途取り付ける必要がある。
【０００４】
　従来、光センサを液晶表示モジュールに取り付ける方式には２種類あった。そのうち第
１の方式では、光センサが液晶表示モジュールの液晶パネル前面の隅に取り付けられてい
るが、中央部を測定することができず、可視域が犠牲となってしまうという欠点があった
。第２の方式では、液晶表示モジュールのリアカバーに形成された孔に光センサが埋設さ
れ、第１の方式の欠点を改善することができるが、液晶表示モジュールの構造が破壊され
るとともに、固定が困難である上、孔が適宜閉塞されていない場合、光リークが発生して
光センサの精度が下がる虞があった。
【０００５】
　そのため、液晶表示モジュール構造を破壊せずに簡単に設置し、可視域を犠牲とせず、
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光リークの発生を防ぐ、液晶表示モジュールのバックライト自動検出構造が求められてい
た。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明の主な目的は、液晶表示モジュール構造を破壊せずに簡単に設置し、可視域を犠牲
とせず、光リークの発生を防ぐ、液晶表示モジュールのバックライト自動検出構造を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上記課題を解決するために、本発明の第１の形態によれば、液晶表示モジュールのバック
ライトモジュールに配設される液晶表示モジュールのバックライト自動検出構造であって
、前記バックライトモジュールの発光源に配設され、前記発光源と前記液晶表示モジュー
ルの液晶パネルとの間の輝度を検出する少なくとも１つの光センサを備えることを特徴と
する液晶表示モジュールのバックライト自動検出構造が提供される。
【０００８】
　前記バックライトモジュールが直下型バックライトモジュールであるとき、前記発光源
は、ＬＥＤ光源を有するプレート体であることが好ましい。
【０００９】
　前記バックライトモジュールがサイドライト型バックライトモジュールであるとき、前
記発光源は、ＬＥＤ光源を有する長尺状体であることが好ましい。
【００１０】
　前記光センサが複数個ある場合、前記光センサは前記発光源に分散配置されることが好
ましい。
【００１１】
前記光センサが５個ある場合、前記光センサは前記発光源の四隅と中央部とにそれぞれ配
置されることが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
本発明の液晶表示モジュールのバックライト自動検出構造は、液晶表示モジュール構造を
破壊せずに簡単に設置し、可視域を犠牲とせず、光リークの発生を防ぐ。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係るバックライト自動検出構造を液晶表示モジュ
ールに設置したときの状態を示す直下型バックライトモジュールを示す分解斜視図である
。
【図２】図２は、本発明の一実施形態に係るバックライト自動検出構造を液晶表示モジュ
ールに設置したときの状態を示す直下型バックライトモジュールを示す断面図である。
【図３】図３は、本発明の一実施形態に係るバックライト自動検出構造を液晶表示モジュ
ールに設置したときの状態を示すサイドライト型バックライトモジュールを示す分解斜視
図である。
【図４】図４は、本発明の一実施形態に係るバックライト自動検出構造を液晶表示モジュ
ールに設置したときの状態を示すサイドライト型バックライトモジュールを示す断面図で
ある。
【図５】図５は、本発明の他の実施形態に係るバックライト自動検出構造を液晶表示モジ
ュールに設置したときの状態を示す直下型バックライトモジュールを示す分解斜視図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について図に基づいて説明する。なお、これによって本発明が
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限定されるものではない。
【００１５】
　図１及び図２を参照する。図１は、本発明の一実施形態に係るバックライト自動検出構
造を液晶表示モジュール１０００に設置したときの状態を示す直下型バックライトモジュ
ールを示す分解斜視図である。図２は、本発明の一実施形態に係るバックライト自動検出
構造を液晶表示モジュール１０００に設置したときの状態を示す直下型バックライトモジ
ュールを示す断面図である。図１及び図２に示すように、液晶表示モジュール１０００は
、少なくともバックライトモジュール１１００、液晶パネル１２００及びハウジング１３
００から構成されてなる。バックライト自動検出構造は、バックライトモジュール１１０
０に配設される。さらに詳細には、バックライト自動検出構造は、少なくとも１つの光セ
ンサ１０を含み、バックライトモジュール１１００の発光源１１１０に配設され、発光源
１１１０と液晶表示モジュール１０００の液晶パネル１２００との間の輝度を検出する。
また、図１及び図２に示すように、バックライトモジュール１１００が直下型バックライ
トモジュールであるとき、発光源１１１０は、ＬＥＤ光源を有するプレート体である。
【００１６】
　図１及び図２を参照する。図１及び図２に示すように、光センサ１０は、発光源１１１
０に直接配設されて液晶パネル１２００の後方に位置するため、可視域が犠牲とならず、
液晶表示モジュール１０００の構造が破壊されず、光リークの発生を防ぐ。また、液晶パ
ネル１２００とハウジング１３００とにより閉塞空間が形成されるため、光リークが発生
することを防ぎ、光センサ１０の検出効果が高い。また、予め、光センサ１０を発光源１
１１０へ設置してから、バックライトモジュール１１００、液晶パネル１２００及びハウ
ジング１３００を組み合わせて液晶表示モジュール１０００を組立てるため、組立工程に
かかる時間を短縮することができる。
【００１７】
　図面では示されていないが、光センサ１０が輝度を検出した後、電線を介してデータを
伝送し、発光源１１１０の発光強度を調整し、発光源１１１０と液晶パネル１２００との
間の輝度を維持する。
【００１８】
以上を要約すると、本発明に係る液晶表示モジュールのバックライト自動検出構造は、液
晶表示モジュール構造を破壊せずに簡単に設置し、可視域を犠牲とせず、光リークの発生
を防ぐ。
【００１９】
図１及び図２では、光センサ１０が１個だけであるが、発光源１１１０と、液晶表示モジ
ュール１０００の液晶パネル１２００との間の輝度をさらに正確に検出することができる
ように、複数個の光センサ１０を発光源１１１０に分散配置してもよい。
【００２０】
図３及び図４を参照する。図３は、本発明の一実施形態に係るバックライト自動検出構造
を液晶表示モジュール１０００に設置したときの状態を示すサイドライト型バックライト
モジュールを示す分解斜視図である。図４は、本発明の一実施形態に係るバックライト自
動検出構造を液晶表示モジュール１０００に設置したときの状態を示すサイドライト型バ
ックライトモジュールを示す断面図である。図３及び図４に示すように、バックライトモ
ジュール１１００がサイドライト型バックライトモジュールであるとき、発光源１１１０
は、ＬＥＤ光源を有する長尺状体である。バックライトモジュール１１００は、導光板１
１２０を有し、発光源１１１０から出射された光は、導光板１１２０を介して液晶パネル
１２００へ均一に案内される。
【００２１】
図５を参照する。図５に示すように、バックライトモジュール１１００が直下型バックラ
イトモジュールであるとき、発光源１１１０と液晶パネル１２００との間の輝度がさらに
正確に検出できるように、５個の光センサ１０を発光源１１１０の四隅と中央部とにそれ
ぞれ配置してもよい。
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【００２２】
また、図面では示されていないが、光センサ１０は、発光源１１１０を製作する際に発光
源１１１０に一体成形されるため、貼着処理を別途行う必要はない。
【００２３】
上述したことから分かるように、本発明の液晶表示モジュールのバックライト自動検出構
造は、液晶表示モジュール構造を破壊せずに簡単に設置し、可視域を犠牲とせず、光リー
クの発生を防ぐ。
【符号の説明】
【００２４】
１０　光センサ
１０００　液晶表示モジュール
１１００　バックライトモジュール
１１１０　発光源
１１２０　導光板
１２００　液晶パネル
１３００　ハウジング
 
 
 

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月10日(2017.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示モジュールのバックライトモジュールに配設される液晶表示モジュールのバッ
クライト自動検出構造であって、
　前記バックライトモジュールの発光源に配設され、前記発光源と前記液晶表示モジュー
ルの液晶パネルとの間の輝度を検出する少なくとも１つの光センサを備え、前記光センサ
は、前記発光源を製作する際に前記発光源に一体成形されることを特徴とする液晶表示モ
ジュールのバックライト自動検出構造。
【請求項２】
　前記バックライトモジュールが直下型バックライトモジュールであるとき、前記発光源
は、ＬＥＤ光源を有するプレート体であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示モ
ジュールのバックライト自動検出構造。
【請求項３】
　前記バックライトモジュールがサイドライト型バックライトモジュールであるとき、前
記発光源は、ＬＥＤ光源を有する長尺状体であることを特徴とする請求項１に記載の液晶
表示モジュールのバックライト自動検出構造。
【請求項４】
　前記光センサが複数個ある場合、前記光センサは前記発光源に分散配置されることを特
徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の液晶表示モジュールのバックライト自動検
出構造。
【請求項５】
前記光センサが５個ある場合、前記光センサは前記発光源の四隅と中央部とにそれぞれ配
置されることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示モジュールのバックライト自動検出
構造。
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